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本書は駅東京市琴調査倉の調査に成るものであるが,第7回重囲都市問

題合議親倉に於汐る第2議題｢都市の人事行政｣把深き関係ある故を以て､

特に岡倉に請ひ､虫に上梓頒布することになったものであるo都市の人事行

政問題研究上､本書の如き全国都市に亙る箕誼的調査の須要なることは晋ふ

までもないが､遺憾乍らこの種の資料の賓現を見ずして今日に及んだo恰も

第7回線倉開催の放た本由査の完結を骨げ､その査内容を本棟合のため紅旗

輿せられた岡倉に封し､鼓に深甚の謝意を表する次第である｡

因紅本書は別冊研究報骨｢本邦都市費達の動向と其の拷問題｣上下巻､同

｢都市の人事行政｣ -主報骨｢義邦腎撃の慧向諜習問熟と併せて,

親食紅於tlる議題研究文献を構成するものであるo

昭和15年9月

全国都も市問題合議



凡　　　　　例

1　本調査は本倉調査票に依少重囲都市よB)待たる回答を取E)纏め挺もの

で-原則として昭和14年12月末日現在の事茸把掠ったが､調査の都合

上聞々■夫れ以前叉は夫れ以後の時期妃於汐る事葺虹掠った市も象る｡

2　本書は之を｢叙述｣,と｢親許｣との2部虹分ち､束に後者を都市階級

別表と各市別表と妃分ったo都市階級別統計表政本葬薮適の一部を放す

ものであるが､印刷の叡合上之を戯述農と分離したもQである0倍参考

として｢各都市要党｣及｢史書取扱件数Jの2表を各市別表の最後に掲

げた｡

吉　統計琴は原則として昭和14年10月1日推計人口の順位把捜9､六大

都市(1東京市-6横清市), 20罵以上(7腐島宙-19熊本市), 20-10篤

く20和歌山市-4咽宮市), 10-5爵(43延岡市-104浦和市). 5馬未満く105舶

琴有-154下撒布)の5階級に箇分排列したが､之に依って大中小各都市
(

の覚悟を概観する紅便ならしめんとしたもめである0
早

4　本調査比嘩れた都市は次の31市である｡

ノ■20寓以上-編同市.静岡市,横粛賀市

10罵以上-庫鬼島宙,岡山私小倉私門司噂､大卒由布

5第以上-千貴市,宇都宮市,長野瀞､枚本市､浄市.八戸市､八王子軌喝

戸市､弘前市,滴和布

5高未満-直方宙､豊中市,明石市､三原取替廉市.桧阪市､三保軌上田

軌唐津静･飯由布,熱海市､首里机下琴市

即ち調査の封象となった市の割合は六大都市100%, 20寓以上76.9%,

10寓以上78･3%､ 5寓以上83.9%,痛未満74.0%,親平均79.9%紅蓮

する○

嗣査把洩れた市名は統計表よ9削除した｡

5　統計表は執れも最下の卦娘を太細の丙棟妃分ち､太線を以て同競表の



最終とし.細線を以て同耽表が以下倍達壊せるを示すこととしたo而し

て統計表が, 1) 1革を以て事項を網羅してゐる歩合には表名を1頁宛

に記し, 2) 2貫見開きの歩合には表名も丙頁に跨らしめた0

倍統計表は組版の都合妃俵歩､後順位のものを便宜前順位のものよE)

前虹掲げた場合もある｡

6＼ ､統計表中数字及事項の記入無き欄には｢-｣印及｢･･･｣印を直別して

掬げたが, ｢-｣印は該常数字文は事項の存在せざるを示し､ ｢-｣印は

設営事項あるべきも事項若くは数字の不明なるこきを示す0 .

市吏員に牌する調査

栽　　　　　連

第1車　市吏員の現状
`第1吏員の琴

1吏員の種別､ 2　吏員の現員

畢　　歴

前　　歴

勤韓年数

年　　齢

第2車　吏員の任免及拾輿に開す､る制度-････････-･･･-･･･････14

第1概　　葛琵

第2　任党に関する制度

1採用盈衛､ 2　任用,3　昇進.4　免磯･休職及停年

第3　給輿に関する制度

1初任給､2　昇給.3　年功加俸､4　現物支給.5　臨時事箸､6　退隠料･遺

族扶助料･退職沿興金及死亡給興金. 7　公傷病死給興

第5,章　各市人事行政の苦情

第1人等行政の機構及晋用

1人事主管課､ 9　人事委員脅, 3　採用及昇進. 4　見習制度､ 5　人事異動の

方針　L

第2　吏員教葦訓練施設

1吏員講習所. 2　事務講習脅(研究昏), 3　講鉄骨. 4　国書重く文庫), 5　機関

紙の襲行､ 6　其の他

第3/吏員扉締り施設

1経済施設. 2　保健施設､ 3　鰹育施設､ 4　共済施設

第4 -人事行政妃紺する各市の意見
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2　　日　　攻

1串　　歴

統　計　表

都　市　階　級　別　表

A市長･B　助役･C収入役･副収入役,D局部長･理乱E　直

長,F　主事･{主事補･G　技師･技師柄､冗　硯拳. Ⅰ屠記･書記禰

J　技手･技手軌E　監督･監視･巡臥L其の他吏点,M市含蓄由

2　前　　歴

A　市長･B　助役,C収入役･I)局部長･理事､E主乳F技師

3　勃環年数

A　市長･B　助役･C収入役･副収入役,D･局部長･理事, E　尾

長､F主事･主事補･G技師技師禰･Ⅱ醗畢1監督･監成･巡　TT

硯､Ⅰ書記･書記補･J技手･技手補./E英b他吏員, L東食書

記

4　年　齢

A　市長､B　助役･C　収入役･副収入役､D　局部長･理薮E　底

長･F　主事･主等軌G　技師･技師軌Ⅱ　成皐,監督･監硯･巡

軌Ⅰ書記･藩記補,J　故事･技手補,K　其の他吏負､ L　市合書

記

5　報酬給料

A　市長･B　助乱C収入役･副収入役,I)局部長･理乳E底

長､F主事･主事補･G　技師･技師補､Ⅱ　規準,Ⅰ書記･書記禰I

J　投手･投手軌K　其の他吏員､L　監督･監硯.巡敵双　雇員

各　市　別√　表

1吏員定数

乏　吏員現員

8　特殊法令に依り市に設置する職員･-;-･---･････-∫-32

汚物掃除法夢5燥把依る掃除監税吏旦

公立薗書館職長令第1燥把依る磯貞

道路管理職兵制第3保第4健に依る職負･･･-････････････････････--･･･････86

地方産兼職点制爵1俵に依る職員

4　嘱託員

5　有給職員種別

A　賢　　数

B　割　合.附･各市職員1人脅人

磨
局部長･ー理事

置

書紀･書記禰

技手･抜手柿

税拳､監督･監現･巡硯,其の他愛鳥,市昏書記-･･･････,････････.･･･.･-52

前　　歴

A　局部長･.軍事

B　主　等

C　技　　師

附　市長､助役,収入役前職(昭和15年5月未現在)･.･･････.･-･･･-･---I-････62

#**# ･:-････:::･････.･･････:

局部長･理事

直　　長

主事･主事神

政師･技師補

書記･書記補

抜手･抜手補

規準､監督･監硯･巡商､其の他吏員,市脅書記････-････-･･･-･-･･････74

市長,助役,収入役就任年月(甲和15年5月東現在)････.-.-･･･････････････て80

齢

局部長･ー理事

屈　　長

技師･技師構

書記･書記補
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4　　日　　次

技手･投手補

醗拳,監督･監臥巡臥其の他吏員,市金書記･･････････.･･･････∴･-･･90

市長,助役,収入役年齢(昭和15年5月未現在)･-.･-･--.-……‥‥.…..96

10 報酬給料

S i.

主事･主事補

技師･技師補

E,書記･書記補

技手･抜手補

監督･監偶･巡視

雇　　員

市長.助役･牧人役報融〔昭和15年5方末現在)･････････････..･‥･‥......... 112

吏員任免関係幾程制定年月一党-････････････-･･････.-........ 119

吏員姶輿開係規程制定年月一党････-･･････････････････..I........ 122

吏員任用制種別

14　吏員停年制箸蔵状況

18

退隠料及遺族扶助料

退隠料支給人員並支給金叡

退職給輿金及死亡給輿金

臨時芋普支給状況

極=整r l各都市要覧'モ

126

125

128

134

131

136

137

2各市文専取扱件数･････････････-･･･.I---･･.･････.… 140

第1章　市吏員の現状

第1栗　負　の　数

1.更.負の種別

一般有給吏員の筆数は市に俵少或は例規程に依って定めるものがあれ或綾毎年

度漁算を以て之を定めるものがあるo而して其の磯種別は各市必ずしも統一的では

なく､叉定数の定め方にも､局部長､理事､主事(柿)･技師(柿).税率､書記(柿)I
pl

故事(補)､監督､監(香)臥巡臥其の他の吏員等を各別に定めてゐる】ものと､主

事t;技師欄撃､及び書記･技手等年俸者と月俸老とを一括し､或は事務吏員と技一

箱吏員とを各別に統合し､或は束に垂吏員を一本把雄括して永してゐるものがある
Ll

名､重囲把放ける市有給吏員の職種別定数を摘出することは不可能に近tLl (各市l:於

Jqる定数の表示方汝に裁ては各市別統計第1表参照)0

1)助役の2人(叉頃3人)制を採る市は次の如くである(3人制は東京･大阪両市

のみ)｡

東京,大臥名首尾.京都,紳戸･横潰､京島･呉､下臥涛乳濁恥高駄馬臥

釜石､徳山,敦賀.求.舞鶴(鳥取帯も畷和15年8月30日の市骨に於て助役9人御
ノ~が可決されすこ)｡

2)副収入役は東京の4人一俵演の3人を除き･大乱名古屋･京臥紳戸･仙

嘉､金敷防臥萩,八幡演の9市に各1人あ少､川越市には収入役代理の綱

が′施かれてゐる0

3)市制第80保第1項及び第82燥第3項に依る有給底長は周知の過少､東

京C35)､大阪(15)､､名古屋(10),京都(7 ),紳戸(8つ･枝番(千)の6市に置かれる0

4)象興を置く市は重囲を通じ1市も存しな1110

5)月部長或は理事の制拝次頁義の如く六大都市の外11市は設けられ,其の現員

錬数は101名を算へるが､同表中儒井市の吊部長は主事を以て充てられてゐるo

軒,J､都市中には職制上部筒制を探t)叉は一二特別の部局を置きつつ事箕上局長或絃部長

には主事又は技師を以て充てる蕊, ｢局部基｣として藤別に扱ばれないものが多く,例-ば

仙熟下関､尼崎､姫臥L久野私前橋,山形.都城,米弓㍉､深谷､酒乱館山等が夫れ

である.倍集計に洩れ丁滴の中にもi静岡の如く部局潮を採るものi叉噺頚凱千葉･豊
r/I

中､瀬戸､唐浮等特殊部局を設けるものがある｡
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4

2.吏負の硯農

以上の内市部第85燦の吏員の現員を職種別把分ち･市合書記･雇員､嘱託員等

と共妃.都市階級別に一党すれば下掬の如くである｡

職　種　別　吏　員　一　驚　(下表-硬く)
jqnl

事　　　　　務　　　　　吏

霊部豊住事桓事画書
都市階級

大大都市
(7蔓)

20罵以上

10嵩以上

5第抜上

5常末席

計

六大都市
(l蔓)

28寓以上

10寓以上

5蔑以上

5寓未満

計

冨可書棚極

〔8至当

串儒覧芸桓画　計

1,804(13)(乗6)

臥, 593(207)(乗好)

妓　　　　衝　　　　吏　　　　員

I

技師声画技 手桓画其の可 昇任l食任

ヨ(13i慧

1,810

270

198ユ21(34)l　915(36)f　14

盟･ 63……

115(3)l　870(8)l　22

1136':(1::lヨ3'486'27:'

･781'71.日fl:;

1, 6 67即*51:工

備考　末大都市軌(区〕は市制第86億の置吏員ヽ但局部長欄亡〕を附しすこる,は市部第80

偉夢1項及び同第82傑第3項の区長を示す｡主乳主事槍.書臥書記軌技手,

5

技手槍欄一一は夫々の隊別不明のものの別軌各梱( ` )内絃安子の再鞠○

上言己の外有島,助役.収入役,副攻入役の現員､六大都市37､ 20高RJL阜30,.1℃儀以上

55, 5商以上lT53､ 5蔦未満107､計382あり｡

上表記薮の外,市長,助役,正副収入役及び特殊法令は依る市職長(汚物掃除法lこ

依る監督,監蔵,週報857名</公立国書館職員令に依る館長.司書.書記1･49名､道路管理戦

員樹に依る道路主事.同書記､技師､故事44名､地方産業職員召削こ依る職員74名)等を合

算し､之を年俸者･月俸者別,及び事務職貞･技術職農別に分って鴻ぐれば下表の

如くである｡

寄添.技術別及年俸者･月俸者別市有給職員

備考1.本表に於ける事務現員･技術職員及年俸着･月俸者の分類凍準は下の如くである｡

事務職員:I節基.助役,収入役,副攻入凱尾長､盾部長､理事､主事､主事靖,

敬啓,書記.書旨日払監督､監視.巡瀧,其の他事務吏員.帯食主事及車記.特殊

放念に依る事務戦員,事務雇員

技術職員卜技術､技師軌技手､技手紺,其あ飽技術吏員,特殊弦針こ依る技術磯

貝,技術者貝r

/　年俸者‥-市長､助役,正副収入役､同島､局部最>理事,主事〔袷)､就草､技師(緒)､

其の飽吏現中年俸者､帯食主事､帝殊落合に依る職員申年停者

月俸者:一主事こ袷).技師′補)申月俸著,書育苗'_補),故事(禰)､其の他吏員申月俸者.

藤倉軍記､雇員,特殊接合に依る職員中月俸者

9.本表記環の喝託貝は定額報酬を受くるものに限る｡

3.名替環市長,調査嘗時政員となれる市長･助役･収入役･酎収入役等は含ます｡

上鴇の有給碑負の種別を百分比を以て示せば即ち爽頁上段表の如くである0

億同表には都市階巌即に1市平均の織負数と犠農1人常の人口とを併示したo之

把依って戟れば,大都市よE)小都市に至る紅従って事務棟負の技術職員紅封する割
b

合が大となること､大都市把於ては雇員の占める割合が極めて大なること､職点1

人嘗人口は大都市に於ては申小都市妃比して少きこと等を窺ふことが出乗る.
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